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下川原　考えるきっかけって一緒にいないとできないん
だよね。

下川原　すでに目指しているからこそ連携と言ってるん
だと思う。事業計画の策定の中にも他部門や他団体の連
携が出てくるし。

下川原　ただ、その自信には裏付けが必要だと思う。根
拠を明示しないとね。施設って、前に進んでもらう人と脇
を固める人の両輪がそろって機能するでしょ？そういう意
味では、脇を固めてくれる人が裏付けを作ってくれること
で、安心して前に進めるのかもしれない。

久世　去年の女性応援フェスタの分科会はSDGsがテーマ
でしたが、その時ゲストとして参加していただいた環境団体
の方が、「SDGsには環境だけでなくジェンダーもあるけど、
今回ゲストで呼ばれて慌てて勉強しました」と言っていまし
た。海外と違い、日本ではまだまだ「環境とジェンダー？」とい
うリアクションが多いですね。終わった後みんなと話して、
ハードルが高めなことも考えていけるのかな、と感じました。

久世　あの人に聞けばいいんだ、となるのはすごく大き
いですね。

三瀬　いろんな考え方があるとは教えるけど、コミュニ
ティが閉じた価値観に漬かっちゃうと対立関係も生まれ
るから怖いかな。コミュニティの輪郭はぼんやりしていて
もいいから、いろんな形でつながって街全体での取り組
みに発展するのがいいと思う。

三瀬　昆虫食の講座の際は横のつながりの大切さを感
じました。オンライン事業の準備であれがない、これがな
いと大変だったんですが、もしもの時に備えて管理部門
が物品を買ってくれていたおかげで事業が無事に行え
たんです。環境局からもおもしろいですねって言ってもら

三瀬　協会のポテンシャルはすさまじいと思っていま
す。たとえば環境教育では、200館も児童会館があって

三瀬　それぞれが持っているパワーを互いに発信して
認め合い、協力することで生かしていく。そのためには、
こっちも自分の力に自信を持たなきゃいけませんね。

三瀬　テレビもそれにちゃんと共鳴してくれて、取り組みを取
り上げてくれました。チラシを見て来たっていう若い参加者も
いたし、市民活動と環境プラザのつながりもできました。

三瀬　輪郭をぼかすために、閉じないようにするために私
たちがいるのかな。中間の部分を増やすという意味でも。

久世　グラデーションをいかに作っていくかですね。

川口　管理部門として今みんなの話を聞いていて、安全
安心を実現するために日々の一歩一歩を確実に積み重

川口　活動協会に入って1年目の頃は劇場で勤務をして
いました。市民参画課に異動し、親子向けサロンを担当し
た時に何をすればいいんだろうと自分なりに考え、劇場
でお世話になっていた劇団員さんや、劇場で育成した劇
団を呼んだりしました。その時ちょうど市民活動サポート
センターでのマルシェも行われていて、当時の指導員さ
んに頼み込んでマルシェの人にも呼び込みをしてもらっ
たおかげで、お客さんが集まってくれました。

川口　市民参画課って、環境のプロフェッショナルもいて、
市民活動やジェンダーのプロフェッショナルもいますよね。
そういう多様性が、ここならではの良さだと思うんですが。

下川原　管理部門の仕事は、エルプラザ内の全体を見
ているからゴールが少し違うかも。

下川原　確かに。それぞれの分野に分かれてはいるけ
ど、うまく機能すれば互いに連携していけるよね。ここで
仕事をしてみると、掛け合わせることで生まれるものが
すごく多いことに気付くよ。

下川原　これから出てくるであろう人にもどうやって関心
を向けていくかがすごく大事。環境教育も、家の中や日常

下川原　「僕に会いに来た」でいいんじゃない？ それだ
けじゃだめだけど、きっかけは何でも。いい加減な関わり
方をしてたらそうはならないわけだから。

下川原　今は新しいことにチャレンジしていく気持ちを忘
れないことと、想像力が大事じゃないかな。人の気持ちや
事柄、世の中の変化などに対する想像力。いろいろなもの
に想像力を働かせてものを見ていく目は必要だと思う。

松谷　私はつながりを大事にして相談しやすい関係性
を作ってきたという自負はすごくありますが、利用者が僕
個人に会いに来ているのか、センターの職員だから会い
に来ているのか、というジレンマが少しあります。

ネットワークで人の輪を拡大

市民参画課の良さをどういうところに感じていますか？

課題のようなものは見えてきたのでしょうか？

そのためには何が必要だとお考えですか？

活動で得たかけがえのない価値

チャレンジすることで、行政にはできないこともできたり
するんでしょうか？

ほかにも印象深い出来事があったりしますか？

市民参画課の強みとはどういう部分だと思われますか？

下川原　みんながいいと思うことを、お互いに背中を押し
合って前に進められる職場にしたいね。仕事をもっとやり
やすくするために会社のルールを変えよう、というエネル
ギーはみんな持っているはずなのに、なかなかそこにいか
ない。目の前にやることが山積みで、どうしても市民の方に
力を注いでしまうからなんだけど、市民を幸せにするため
にはまず自分たちが幸せに仕事ができないと。そのために
はルールを変えて環境を整えることが必要。新しいことに
取り組むだけがチャレンジじゃない。自分たちが幸せにな

下川原　チャレンジしないと課題も見つからないから
ね。やって良かったということだよ。

下川原　食の問題は地球環境を考える上では必要なこ
とだから、昆虫食を単なるゲテモノ食いじゃなく環境教
育とうまく結びつけて伝えていけるといいね、という話は
事前の打ち合わせでも出ていました。

川口　こうやってみんなの話を聞いているうちに、たと
えば市民活動サポートセンターの事業があるたびに管
理の人間が1人おじゃまして、手伝いながら施設のア
ピールをする時間を少しもらうことはできるなと思いまし
た。そしたら利用率が上がるような営業戦略にもつなが
るんじゃないかと。今度係内のミーティングの時に提案
しようと思います。

下川原　言語化するっていいことかもしれないね。そ
うすることで自分の考えとか、何を求めているのかが
見えたりするから。それぞれの部門でやってみてもい
いよね。

ねていくことが私の仕事だと思いました。

生活でさりげなくできる小さな活動の1つ1つを通し
て、環境について考えてくれる人が少しでも増えてくれ
たらうれしいな。男女分野だって、男性たちのジェン
ダーに対する認識や理解がもっと進んで、女性の生き
づらさが解消されてほしいと思う。この先10年でそこ
をどうやって変えていくか。潜在的活動者のようなもの
をいかに増やすかが、一番大きなテーマなんじゃない
かとは思います。

ることもチャレンジだし、その幸せ感は外に向けてもアピー
ルできるんだから、やる意義があると思うんだよね。

えて、テレビや新聞の取材も来てくれて、私たちだからこ
その事業ができたかなと思います。課題は残りましたが、
それを上回る達成感がありました。

市内の小学生にアプローチできる。それこそ市に匹敵す
る信頼度を目指していいんじゃないかと。課を越えて連
携というより、同じ協会なんだから一緒に仕事して当た
り前じゃん、というのが個人的な思いです。
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